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Solution Overview／ソリューションの概要
コーポレートガバナンス・コードの導入やIFRS対応などによる開示情報の重要
性の高まり、あるいは迅速な経営判断を必要とするトップマネジメントからの
要望に対応すべく、経理財務部門ではさらなる改革が求められています。

KPMGは、構想立案にとどまらず運用定着化までを見据えてIFRS（国際会計
基準）導入、マルチGAAP対応、決算期統一、決算業務効率化および早期化、
会計システム導入を支援します。さらに、昨今注目される統合報告書への対応
や、グループ資金管理強化を支えるキャッシュマネジメントシステム
（CMS）の導入も支援します。

経理財務業務改革ソリューション

市場環境が激変する中、迅速かつ適切に経営情報を把握する仕組みの確立が
経営上の重要な課題となっています。

KPMGは、経営層やステークホルダーに資する情報をタイムリーに提供できる
よう、決算情報の早期確定から業務改善、会計システムの刷新、新たなプロ
セスの現場への浸透にいたるまで、経理財務業務改革（Efficient Finance

Operation、EFO）を支援します。

IFRSを採用したいが自社にノウハウがない

決算早期化をしたが、さらなる早期化が必要

グローバルで最適な資金管理ができていない

クロスファンクションチームによる支援

グローバルで最適な資金管理体制を構築

• IFRSの基準が原則論で記載されているため、自社に合っ
た会計方針をどのように策定すべきか分からない

• 実務上のオペレーションを考慮し、どこまで厳密にIFRS
を適用すべきか分からない

• 各国の税制や規制を踏まえ、自社内のノウハウだけで最適
な資金管理体制を構築することが難しい

• 自社内で決算早期化を行ってきたが、迅速な意思決定が必
要とされる経営トップからは、さらなる早期化を求められ
ている。自社努力ではこれ以上の早期化に限界を感じている

EFOソリューションによる対応例企業でよく見られる課題

• 会計方針の策定では1,000人以上のIFRS専門家を有する
あずさ監査法人と連携し、業務・システム改革をサポート

• 450社以上のIFRSコンサルティング業務の提供実績により、
ノウハウに基づいた最適な方針策定を支援

• KPMGのグローバルネットワークを活用し、地域ごとの
税制や規制を見据えたうえで、グローバルで最適な資金管理
スキームの構築を支援

多数の会社で決算早期化をしたノウハウを提供
• 異なる業種や規模の企業への決算早期化を支援したノウハ
ウを提供し、目標の決算日程を達成を支援

制度変更体制変更

 決算期統一
 統合報告書導入

 国際会計基準（IFRS）導入
 マルチGAAP対応

プロセス改革

 決算早期化・効率化
 キャッシュマネジメントの
強化

システム改革

 会計システム導入・改修
 CMS導入

外部要因
内部要因

IFRS採用・外部開示の重要性の高まり
迅速な経営判断の必要性 等
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運用デザイン 定着化指針の策定

EFOソリューションメニュー

KPMGは、指針の策定や運用デザインのみならず運用の定着化までをサポー
トし、クライアント企業の変革を支援します。

EFOソリューションの特徴

EFOソリューションは、制度会計の変更を伴うことが多く、指針の策定では
あずさ監査法人と、運用デザインではKPMG税理士法人と連携し、グローバ
ル展開にあたってはKPMGのグローバルネットワークと連携しながらプロ
ジェクトを進めていきます。

IFRS導入
 IFRS導入による影響分析・会計方針策定
 IFRS導入によるプロセス・システム変更への対応・
定着化支援

マルチGAAP
対応

複数会計基準への対応方針策定
複数会計基準における業務デザイン・システムデザイン

決算期統一
決算期変更における課題の抽出と対応
適用初年度における対応方針策定と安定稼働までの
支援

決算早期化
決算目標日程の設定・目標達成における課題の抽出と
対応

早期化プロセスデザインおよびシステム変更・運用・
定着化支援

キャッシュ
マネジメント

キャッシュの可視化・効率化・リスク管理デザイン
管理方針策定・組織デザイン・人材定義

統合報告書
対応

統合報告内容定義
統合報告作成プロセスのデザイン・運用定着化支援

決算期統一

あずさ監査法人

KPMGグローバルネットワーク

KPMG税理士法人

統合報告書対応支援

キャッシュマネジメント

決算早期化・業務効率化

IFRS導入・マルチGAAP対応

会計システム導入・改修

KPMGコンサルティング

連
携

連
携

ソリューション 具体的な支援内容（例）

連
携

KPMGグローバルネットワーク
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お問合せ先

KPMGコンサルティング株式会社

後藤 友彰／Tomoaki Goto
パートナー、フィナンシャルマネジメント

山田 和延／Kazunobu Yamada
パートナー、フィナンシャルマネジメント

TEL：03-3548-5111
kc@jp.kpmg.com

kpmg.com/jp/kc
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